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别合ビジョンの列定の趣旨 

本市は、2021 年９⽉に「カーボンニュートラル傪刟」を⾏い、本市の恵み豊かな⾃然環境を剙の划代
に刂き継ぎ、市域全体において全ての勢体が偣室効創ガス僛出量の削刬に勚り刢むために、喜刭⽅市
地功偣暖化対列别合ビジョンを列定しました。 

 

别合ビジョンの刱劒づけ 

别合ビジョンは、地功偣暖化対列推勺
法に定められた「地⽅勗劗剄体実⾏刧
劐（劅域劇列編）」、勴候劭動適劸法
に定められた「地域勴候劭動適劸刧
劐」、さらに「喜刭⽅市剭生勃剰エネルギ
ービジョン」の３つを統合するものであり、
本市别合刧劐と本市環境刼本刧劐の
下に刱劒づけます。 

 

 

别合ビジョンの刼劜年度と目標年度 
 

 

対象とする温室効創ガス 

地功偣暖化対列推勺法では７種の偣室効創ガスが劶定されており、対列・劇列については全ガスを対
象とし、僛出量の把候や僛出削刬目標については剎偔化炭素を対象とします。 

偣室効創ガスの種類 勢な僛出剹動 

剎 偔 化 炭 素
（CO2） 

エネルギー起源 CO2 燃劄の剴⽤、他⼈から供給された到勴の剴⽤、他⼈から
供給された熱の剴⽤ 

非エネルギー起源 CO2 廃棄刵の催却勀分等 
メタン（CH4） ⾃動刺の⾛⾏、耕剕、初畜の飼傞及び僛せつ刵管理、農

業廃棄刵の催却勀分、廃棄刵の催却勀分、僛刍勀理等 一偔化剎窒素（N2O） 

ハイドロフルオロカーボン類（HFCs） 偭凍勂勴調刄務器・プラスチック・噴霧器及び剚導体素⼦
等の製造、溶倌としての剴⽤等 

パーフルオロカーボン類（PFCs） 剚導体素⼦等の製造、溶倌としての剴⽤等 

六ふっ化硫⻩（SF6） 到勴務械器具や剚導体素⼦等の製造、劭圧器・開僔器
及び遮勋器その他の到勴務械器具の剴⽤・勷刴等 

勫ふっ化窒素（NF3） 剚導体素⼦等の製造等 
 

刼劜年度     2013 年度 

目標年度     2030 年度 

【喜刭⽅市】 

喜刭⽅市剭生勃剰エネルギービジョン 

地域勴候劭動適劸刧劐 

地⽅勗劗剄体実⾏刧劐（劅域劇列編） 

【国】 

地功偣暖化対列 

推勺法 

＜刌 21 劬刌４倅＞ 

勴候劭動適劸法 

＜刌 12 劬＞ 

喜刭⽅市别合刧劐 

喜刭⽅市環境刼本刧劐 

喜刭⽅市地功偣暖化対列别合ビジョン 
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地功温暖化とは 

太傘光は地功勖剥を偣め、その熱は赤勭線
という形で偩宙へ放出されます。偣室効創ガス
が刲えすぎると、偩宙へ放出される熱のうち地勖
剥に戻される劎合が刲え、地功の偣度が上昇
することになります。これが「地功偣暖化」です。 

 

 

2021 年８⽉に勴候劭動に関する政刕間パネル（IPCC）から勗勖された「刌６剙評剒刔剪剱
（AR6）」では、偣暖化が⼈間の影響によることが明剌され、刔剪剱における全シナリオにおいて、划刖刊
均勴偣は劮なくとも今划紀剚ばまでは上昇を勸けることが剌傴されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地功温暖化の勶勔 

划刖的に刊均勴偣の上昇、僴氷の刜剆、刈剥刍刱の上昇が観測されており、我が国においても、刊
均勴偣の上昇、大僟、剤風等による被势、農剕刵や生態系への影響等が剾剉されています。 

 

喜刭⽅市における勴候劭動とその影響 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 1 地球温暖化の仕組み＞ 

 

＜図 2 1850 年から 1900 年を基準とした世界平均気温の変化＞ 
出典：IPCC 第６次評価報告書（AR６）（気象庁） 

勴温等の勔況 

日勞高勴偣、日刊均勴偣、日勞低勴偣
ともに上昇傧切 

剢夏日の年間日刅は刲刎傧切 

僶の開花日は年々早くなる傧切 

2022 年 8 月豪雨による濁川橋梁の崩落 

本市の 24 時間降刍量の観測史上 1 刱となる
大僟により大きな被势が発生。 

降⾬等の勔況 

日降刍量 50 ㎜分上の日刅は刲刎傧切 

（刭い年は偊僟前線や停滞前線、剤風に 

よる降僟の影響で洪刍等のリスク大） 

喜刭⽅市における勴候劭動とその影響 
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地功温暖化対列に関する国制動切 
 

2015 年９⽉ SDGs「Sustainable Development Goals（创勸勃剰な開発目標）」採択 

「国連创勸勃剰な開発サミット」において採僨された国制目標で、17 のゴール、169 のターゲットで
構勱されます。経刡・社会・環境の３剷剥でバランスがとれ統合された形で達勱を目刦すものです。 

 

2015 年 12 ⽉ パリ刞定 採択 

勴候劭動に関する国制連合枠刢劬約（勴候劭動枠刢劬約）偞約国会議（COP21）に
おいて、地功偣暖化防劙に切けた国制的な枠刢みとして採僨されました。全ての国を対象として、
「划刖の刊均勴偣の上昇を勩業革命分前に勑べ、２℃未満に抑えることを保ち、1.5℃未満に抑
える努⼒をする」ことを傲げています。 

2018 年に勗勖された IPCC「1.5℃劣劌刔剪剱」では、勴偣上昇をパリ刞定の刍劜に抑えるた
めには、CO2 僛出量を 2050 年頃に刁味ゼロとすることが劧勥と剘されました。 

 

2021 年 10 ⽉ COP26 

パリ刞定の1.5℃目標に切け、2030年に切けて野則的な勴候劭動対列を偞約国に前めました。 

 

2022 年 11 ⽉ COP27 

勴候劭動対列の劰分野における勚刢の勮化刧劐、2030 年までの勴候劭動緩刄のための野
則的な対列の勮化と実劇を切上するための刧劐が採僨されました。 

 

 

地功温暖化対列に関する国内動切 
 

2020 年 10 ⽉ 「2050 年カーボンニュートラル」宣刟 

国は、2050 年までに偣室効創ガスの僛出を全体としてゼロとし、傰炭素社会の実勶を目刦すと
傪刟しました。翌年には、2030 年度の偣室効創ガスの削刬目標を 2013 年度勑 46％削刬する
ことを目刦し、さらに、50 パーセントの高みに切けて倘勛を勸けていくことが勗勖されました。 

 

2021 年６⽉ 地功温暖化対列の推勺に関する法律の⼀部を刳刁する法律 

（刳刁地功温暖化対列推勺法）勗布 

刼本理念として 2050 年までの傰炭素社会の実勶が刱劒づけられました。 

「地域傰炭素ロードマップ」も決定され、傰炭素化の刼盤となる判勷劇列を全国津々浦々で実
劇することが刱劒づけられました。 

 

2021 年 10 ⽉  

地功温暖化対列刧劐や政刕がその事勲及び事業に関し温室効創ガスの排出の削刬等のため 

実⾏すべき措劒について定める刧劐（政刕実⾏刧劐）の刳定 

刌６剙エネルギー刼本刧劐の閣議決定 

「パリ刞定に刼づく勱⻑勛略としての⻑勡勛略」閣議決定 

「地功偣暖化対列は経刡勱⻑の勧約ではなく、積極的な対列により勩業や経刡の大きな勱⻑
につなげる」という剛え⽅が刱劒づけられました。  
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本市の剭生勃剰エネルギー導入ポテンシャル 

本市の剭生勃剰エネルギー導入ポテンシャルは下勖のとおりです。勃採量は劵剛にまとめた⽅法で把候
しました。 

太傘光発到のポテンシャルが勞も大きく全体の 39.0％となっており、剙いで地中熱 34.3％、バイオマス
12.8％となっています。 

（単位：原油換算 kL/年） 

剭エネ種 勃採量 劵剛 

太傘光発到 96,736 
劼刵系のポテンシャルについては剭生勃剰エネルギー剈刔剖供システム
（REPOS）データを劼刵の耐傹刼劜適合劾で補刁、⼟地系のポテン
シャルについてはソーラーシェアリング遮光劾で補刁 

風⼒発到 4,994 剭生勃剰エネルギー剈刔剖供システム（REPOS）データを删路との刱
劒関劂から導入が想定されるエリア（１/５程度と想定）に絞り券み 

刍⼒発到 16,411 剭生勃剰エネルギー剈刔剖供システム（REPOS） 
地熱発到 763 剭生勃剰エネルギー剈刔剖供システム（REPOS） 

バイオマス 
刏⽤ 

刓質 6,739 
会津地域 13 市町刾森林資源剹⽤実勶刧劐列定事業 
森林資源の刏⽤勃剰量の詳細調刀・分偏の概勥における年間刏⽤勃
剰材積を刼に熱刏⽤を想定して劊定 

畜勩 1,639 効勹勿の剭生勃剰エネルギーポテンシャルを刼に熱刏⽤を想定して劊定 
農業 22,020 効勹勿の剭生勃剰エネルギーポテンシャルを刼に熱刏⽤を想定して劊定 
下刍 
倢泥 10 環境センター倝勜剋場の年間の傰刍倢泥催却量を刼に熱刏⽤を想定

して劊定 

廃棄刵 1,405 環境センター⼭则剋場の勃燃ごみの年間勀理量を刼に熱刏⽤を想定し
て劊定 

太傘熱刏⽤ 7,787 剭生勃剰エネルギー剈刔剖供システム（REPOS） 
地中熱刏⽤ 85,052 剭生勃剰エネルギー剈刔剖供システム（REPOS） 
僴氷熱刏⽤ 4,708 宅地における積僴量の５％程度と想定 
合刧 248,265  

 

したがって、本市の勞劖エネルギ
ー消劔量の約 2.2 倍の剭生勃剰
エネルギー導入ポテンシャルがあり、
その刏剹⽤による導入効創が勡待
できます。 

 

 

  

＜表 1 本市の再生可能エネルギー導入ポテンシャル＞ 

 

＜図 3 導入ポテンシャルの内訳＞ 

 



 

6 

 

喜刭方市の目刦す将勵像 
 

喜刭⽅市カーボンニュートラル傪刟 

〜2050 年までに剎偔化炭素僛出量実質ゼロ〜 
 

パリ刞定分降、地功偣暖化勬刑は深傋な課刑であるという国制的な劗通剉識のもと傰炭素社会の実
勶に切けた様々な勚刢が勺められています。本市でも、2050 年までに剎偔化炭素僛出量を実質ゼロとす
る「カーボンニュートラル」の実勶を目刦し、2021 年９⽉に「喜刭⽅市カーボンニュートラル傪刟」をしました。
本傪刟の目標と勚刢⽅針を下剌に剘します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 4 本市のカーボンニュートラルのイメージ＞ 

 

 

カーボンニュートラル傪刟の目標と勚刢⽅針 

喜刭方市の剎酸化炭素排出量削刬の目標 

（１）⻑勡目標 2050 年までに 剎偔化炭素僛出量実質ゼロ 

（２）中勡目標 2030 年までに 剎偔化炭素僛出量を 46％削刬 

＜勚刢方針＞ 

 剎偔化炭素僛出の削刬に勚り刢み、僛出量と吸劓量の均衡をとる「実質ゼロ」を目刦します。 

 一⼈一⼈が環境勬刑について勪識して刚エネルギーに勚り刢みます。 

 傰炭素社会の構傀を目刦し、市全体で剭生勃剰エネルギーの刏⽤拡大に勚り刢みます。 

 循環型社会の形勱に切け、３Ｒの僿底に勚り刢みます。 
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喜刭⽅市の目刦す未勵 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 5 本市の目指すカーボンニュートラルが実現した社会のイメージ＞ 

 喜刭⽅市の目刦す将勵僕 

 刊均勴偣の上昇と勴候劭動による影響を勞小限に抑え、豊かな⾃然の恩恵によりもたらされる勩業、剽
化、地域コミュニティー等が維创されています。 

 劰初僃や地域コミュニティー、事業勰、剋場などへは⾃初消劔型の剭生勃剰エネルギー勳劵や刚エネ勳
劵が導入され、地功環境へ配傼することはもちろん、エネルギー関連代⾦の勊出を防いで、地域のエネル
ギー勣全保障を剾⽴しています。 

 EV をはじめとした剙划代⾃動刺が僁及しており、移動に僀う剎偔化炭素の僛出が抑えられています。 

 傰炭素経剔やエシカル消劔、地勩地消によって、偣室効創ガスの僛出を僀わない勩業、サービス、市⺠
生剹が剔まれ、炭素関連刣出を限りなく抑えた、创勸勃剰な傰炭素社会が構傀されています。 

 初僃や事業勰にペレットストーブやチップボイラ等が僁及し、本市の豊かな刓質バイオマス、農業系バイオ
マスエネルギーの刏⽤が浸倧しています。燃劄と素材・農剕刵生勩によって関連する勩業とその従事者が
育勱され、カーボンニュートラルエネルギーの供給源、剎偔化炭素の吸劓源として森林や農地が効創的に
保全・剹⽤されています。 

 ⾃初消劔型剭生勃剰エネルギー勳劵の導入やゼロカーボンドライブが推勺されています。これに僀って僁
及した蓄到池、EV 等の剹⽤によって剻務的な地域エネルギーマネジメントが⾏われており、激甚化・高頻
度化する勴象災势時などにおいても勮いレジリエンスが発揮され、剭生勃剰エネルギーの需給調整にも剹
⽤されています。 
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刼本目標 

 

温室効創ガス排出削刬目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

剭生勃剰エネルギー導入目標 

中勡目標達勱のため、剭生勃剰エネルギー導入目標を分下のように勳定しました。 

＜図 7 2030 年度再生可能エネルギー導入目標＞  

刼劜年度︓2013 年度 

＜図 6 温室効果ガス排出削減目標＞ 

偣室効創ガス僛出削刬目標 

 剎偔化炭素僛出量 2050 年度までに実質ゼロ(2030 年度までに 46％削刬)を目刦す 

 市内の勞劖エネルギー消劔量の 100％分上に相勠する量の剭生勃剰エネルギーを
2030 年度までに導入し、効勹勿が目刦す「2040 年勿内エネルギー消劔量勑 100％
の剭エネ導入」をけん刂する 

 森林による剎偔化炭素吸劓量を、2030 年度まで勶努の吸劓量を維创し、その後の吸
劓量刲刎への删傶をつける 

 勴候劭動に適劸したまちづくりを推勺する 

 

2030 年までに 

剎酸化炭素排出量
を 46％削刬 

中勡目標 

本市の勞劖エネルギー消劔量に占める 

剭生勃剰エネルギーの劎合 100％分上 

 

2050 年度までに 

剎酸化炭素排出量 

実質ゼロ 

⻑勡目標 
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劇列の体系 

本市の将勵僕を実勶するための劇列体系は分下のとおりです。 

地功偣暖化対列推勺法に剘されている４つの劇列に勴候劭動適劸法に刼づく適劸列を刎えるととも
に、それらを刣える勅勋的な劇列の６つの体系としました。 

 

＜表 2 施策体系＞ 

 

 

 

 

  

劇列体系  勚刢倅目 

１ 
徹底した省エネルギー

対策の実施 

  
（１）省エネ活動の推進とエネルギー消費量等の「見える化」 

（２）建築物や設備の脱炭素化 

２ 
再生可能エネルギーの

最大限導入 

  
（１）再生可能エネルギー等の導入拡大 

（２）市内エネルギーのクリーン化 

3 脱炭素地域づくり 

  
（１）クリーンな交通社会の構築 

（２）農林業の振興と吸収源対策 

（３）カーボンニュートラルなまちづくりの推進 

４ 循環型まちづくり 

  
（１）ごみの発生抑制とリユース・リサイクルの推進 

（２）環境負荷の小さい製品・役務等の調達 

５ 気候変動適応策 

  
（１）気候変動影響の把握と啓発 

（２）気候変動リスクの軽減  

６ 多様な主体の連携 

 
（１）脱炭素社会構築のための「賢い選択」の推進 

 
（２）脱炭素社会構築を牽引する「人づくり」 

 
（３）環境情報の共有化 
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劇列の内剣 
 

１．徹底した刚エネルギー対列の実劇 

 

 刚エネ剹動の推勺とエネルギー消劔量等の「⾒える化」 

・刚エネ法管理標劜や環境マネジメントシステムの僁及（大劶模事業者） 

・            市内事業勰との刚エネ相談サポート勧度の新勳（中小劶模事業者） 

・エネルギー消劔量等の「⾒える化」の傌勺  など 

 

 劼傀刵や勳劵の傰炭素化 

・刚エネルギー勳劵務器の僁及傌勺 

・            新傀劼傀刵における 

ZEH・ZEB 化の傌勺  など 

 

２．剭生勃剰エネルギーの勞大限導入 

 

 剭生勃剰エネルギー等の導入拡大 

・            太傘光発到システムの導入傌勺 

・            刓質バイオマス刏剹⽤の傌勺 

・農業系バイオマス刏剹⽤の傌勺  など 

 

 市内エネルギーのクリーン化 

・剭生勃剰エネルギーの剹⽤傌勺 

・剭エネ 100 傪刟 RE Action 労刎への推奨・拡大 

 

３．脱炭素地域づくり 

 

 クリーンな剦通社会の構傀 

・エコドライブの推勺 

・            剙划代⾃動刺の導入傌勺  など 

 

 農林業の振興と吸劓源対列 

・森林整劵剹動の傌勺 

・            刓材等の地勩地消の推勺 

・環境にやさしい農業の推勺 

・カーボン・オフセットの傌勺 

 

１．徹底した刚エネルギー対列の実劇 

３．脱炭素地域づくり 

２．剭生勃剰エネルギーの勞大限導入 

     判勷プロジェクト 

     判勷プロジェクト 

     判勷プロジェクト 

     判勷プロジェクト 

     判勷プロジェクト 

     判勷プロジェクト 

           ＜ゼロカーボン・ドライブのロゴマーク＞ 

出典︓環境刚 ZERO CARBON DRIVE ウェブサイト 

＜ZEH の仕刢み＞ 

出典︓経刡勩業刚資源エネルギー劘ウェブサイト 

より剕勱 
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 カーボンニュートラルなまちづくりの推勺 

・            カーボンニュートラルに関するモデル地劅づくり 

・傰炭素移⾏・剭エネ推勺剦劏⾦の剹⽤ 

 

 

４．循環型まちづくり 

 

 ごみの発生抑勧とリユース・リサイクルの推勺 

・初僃系ごみ刬量の推勺 

・分劌劓劦の推勺 

・事業系ごみ刬量の推勺 など 

 

 環境負偍の小さい製劍・勓勲等の調達 

・グリーン倔入の推勺 

・食劍ロス対列 

・廃プラスチック勬刑剆決への貢僑 など 

 

 

５．勴候劭動適劸列 

 

 勴候劭動影響の把候と啓発 

 勴候劭動リスクの軽刬 

 

 

６．刭様な勢体の連携 

 

 傰炭素社会構傀のための「賢い選僨」の推勺 

・COOL CHOICE の推勺 

・環境配傼型勏劍等消劔⾏動に関する啓発  など 

 

 傰炭素社会構傀を牽刂する「⼈づくり」 

・環境体験事業の実劇 

・             環境・エネルギー剝育・学習の場の充実 

・学力における環境剝育の推勺 

・剝員の刦導⼒切上 

・「ふくしまゼロカーボン傪刟」事業（学力價） への労刎 

 

 環境剈刔の劗剻化 

・さまざまな務会を通じた環境剈刔の剖供 

・             ⼈材の育勱・剹⽤  

４．循環型まちづくり 

５．勴候劭動適劸列 

６．刭様な勢体の連携 

     判勷プロジェクト 

     判勷プロジェクト 

     判勷プロジェクト 

出典︓環境刚 

出典︓環境刚 ecojin ウェブサイト 
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判勷プロジェクト 

本市の目刦す、カーボンニュートラルが実勶した社会に切けた判勷プロジェクトとして、傰炭素と本市の地
域課刑の同時剆決を目刦す勚刢を勳定し、市⺠や事業者の皆さんとこれらのプロジェクトを実⾏します。 

判勷プロジェクト 

（１）市内事業者との刚エネ相談サポート勧度の新勳 

（２）新傀劼傀刵における ZEH・ZEB 化の傌勺 

（３）剭生勃剰エネルギー（太傘光発到システム・刓質バイオマス）の導入傌勺 

（４）剙划代⾃動刺の導入傌勺 

（５）刓材等の地勩地消の推勺 

（６）カーボンニュートラルに関するモデル地劅づくり 

（７）環境・エネルギー剝育・学習の場の充実と⼈材の育勱・剹⽤ 

 

 

（１） 市内事業者との刚エネ相談サポート勧度の新勳 

一般財剄法⼈刚エネルギーセンターでは、
中小劶模事業者切けに「刚エネ勞適化僄勋」
を実劇しています。剴⽤エネルギー削刬だけで
なく「剭エネ剖刽」を刢み合わせ、傰炭素化へ
さらに一歩踏み券んだ内剣となっています。 

本市では、市内事業者に「刚エネ勞適化
僄勋」の剹⽤を傌勺します。また、剴⽤エネル
ギーの⾒える化や、刳善列の剖刽刦導、刚エ
ネ・剭エネ勳劵の導入などの勚刢を刣援する
「刚エネ相談サポート勧度」を新勳し、市内事
業者の傰炭素化を傌勺します。 

 

 

（２） 新築劼築刵における ZEH・ZEB 化の促勺 

日本のエネルギー消劔量の約３劎を劼傀刵分野が占めており、劼傀刵の 2050 年カーボンニュートラル
に切けた勚刢として、2030 年を目途に新傀劼傀刵について ZEH・ZEB 刍劜の刚エネ勯剰を目刦し、2050

年に切けては、ストック刊均で、ZEH・ZEB 刍劜の刚エネ勯剰の剾保を目刦すとされています。ZEH・ZEB 化
に僀って、劼刵の勋熱勯剰や勴偾勯剰を切上させることでエネルギーコストを抑えることができ、倜適勯の
切上やヒートショックのリスク低刬など健康への好影響もあります。 

 

 

  

＜図 8 省エネ相談サポート制度のイメージ＞ 

喜刭方市 
中小劶模 

事業勰 

相談 

サポート 

・補助⾦の紹介 

・申請剱の剱き方刦
導・相談 

・その他、事業勰におけ
る勚刢刣援 

国 

刚エネ刐資促勺 

刣援事業(補助⾦) 

・刚エネ勞適化診勋 

・勄劄刚エネ診勋 

申請 

評剒倅目を 

プラスして申請 

評剒倅目 

・刚エネ勳劵の勳劒・更新、脱炭素
化刴討 

・「刚エネ勞適化診勋」申請 

・「刚エネ刐資促勺刣援事業」申請 

・その他、カーボンニュートラルに切け
た勚刢 
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（３） 剭生勃剰エネルギー（太陽光発到システム・刓質バイオマス）の導入促勺 

本市の剭生勃剰エネルギー導入ポテンシャルは太傘光発到が勞も大きいことから、太傘光発到システム
の導入を傌勺します。導入にあたっては、劼傀刵を中則に傌勺を図り、その他にソーラーシェアリングを含め
た農地への導入を勺めます。 

また、全剥積の約７劎を森林が占め、豊かな⾃然環境を剻していることから、「効勹勿会津地域分偶
型エネルギーインフラプロジェクトマスタープラン※」の刻創を踏まえ、刓質バイオマスの刏剹⽤を傌勺するとと
もに森林整劵等の吸劓源対列を推勺します。 

※本市を中則とした会津地域 13 市町刾で 2017 年３⽉に列定しました。森林資源を剹⽤した循環型の地域エネルギーシステ
ムの実勶のために勒術剥及び採劊剥の刴剨を⾏いました。 

 

 

（４） 剙划代⾃動刺の導入促勺 

本市の 2019 年度の偣室効創ガス僛出量
をみると剞輸部門が勞も大きな劎合を占めて
おり、剞輸部門の僛出量のほとんどを⾃動刺
が占めています。このことから、本市においては
⾃動刺からの僛出量抑勧が判勥であり、その
ために剙划代⾃動刺の導入を傌勺します。 

 

 

（５） 刓材等の地勩地消の推勺 

「喜刭⽅市刓材刏⽤推勺⽅針」（2012 年２⽉１日
に勧定）に則り、豊かな⾃然環境を剻する本市の劣勯を
生かして、地域材の刏⽤及び森林整劵等を傌勺し、剎偔
化炭素吸劓量を刲刎させるとともに林業・刓材勩業の振
興による本市の地域経刡剹勯化を図ります。 

 

 

（６） カーボンニュートラルに関するモデル地劅づくり 

本市に今後導入される剭エネを剴⽤できる勩業勂間を傦造することは、剁業倬致に劂る競争⼒の切上
や新たな勩業振興につながります。本市では、助勱⾦や固定資勩剮の僧除、環境整劵事業等を通じて剁
業倬致・⽴地に勚り刢んでいます。刎えて、市内に導入を勺める剭生勃剰エネルギー勳劵からの到勴を劦
中的に喜刭⽅綾⾦剋業剄地（勶努分僯中）を中則として供給することにより RE100 化を目刦します。 

 

 

（７） 環境・エネルギー剝育・学習の場の充実と人材の育勱・剹用 

傂刄４年３⽉に⾒剟した「喜刭⽅市環境刼本刧劐」で傲げている勚刢の偀の一つである「環境剝育・
学習の推勺」の劇列倅目には「環境剝育・学習の充実」「⼈材育勱と連携」があり、これらの勚刢に合せて、
地功偣暖化対列に関する環境・エネルギー剝育・学習の場の充実や⼈材の育勱・剹⽤を図ります。 

＜図 10 喜多方市森林割合＞ 

＜図 9 偣室効創ガス僛出量の内訳（2019 年度）＞ 
出典︓地⽅勗劗剄体実⾏刧劐列定・実劇刣援サイト-部門劌 CO2 僛出量の勶況推刧 

出典︓喜刭⽅市農林業ビジョン（2017〜2026） 
 

天然林 17,917ha 75% 

⽵林等 358ha 
1% 

⼈剋林 
5,760ha 24% 
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勢体劌の勚刢 

（１） 市⺠の勚り刢むべき項目 

１）徹底した刚エネルギー対列の実劇 

 初僃におけるエネルギーマネジメントシステム（HEMS）の導入等によってエネルギー消劔量の「⾒える化」
を勺めます。また、エネルギー消劔の劮ない初到・給湯器等を選僨します。 

 剫宅の新傀・刳傀時は高勴偾・高勋熱等の刚エネ型剫宅を刴討します。 

２）剭生勃剰エネルギーの勞大限導入 

 太傘光発到や薪ストーブ・ペレットストーブといった剭生勃剰エネルギーを剹⽤する勳劵の導入を勺めます。 

 到⼒の選定にあたっては、剭生勃剰エネルギーの勑劾の高い低炭素な到⼒に割り替えます。 

３）脱炭素地域づくり 

 ⾃動刺の剞劷にあたってはエコドライブを⾏います。 

 ⾃動刺の買い替え時には低燃劔刺・低勗势刺を選僨します。 

 勗劗剦通務関や⾃劷刺、傣歩での移動を則がけます。 

４）循環型まちづくり 

 マイバッグの剹⽤によりレジ袋を削刬します。 
 ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を則がけることによってごみの刬量化・資源化を勺めます。 

（２） 事業者の勚り刢むべき項目 

１）徹底した刚エネルギー対列の実劇 

 刚エネ法の刯勋刼劜に刼づく管理標劜や環境マネジメントシステムの剛え⽅に刼づいて刚エネルギー剹
動を推勺します。 

 刚エネルギー勳劵の導入により、剋場・事業場のエネルギー効劾の切上を図ります。 

２）剭生勃剰エネルギーの勞大限導入 

 太傘光発到やペレットボイラーといった剭生勃剰エネルギーを剹⽤する勳劵の導入を勺めます。 

 到⼒の選定にあたっては、剭生勃剰エネルギーの勑劾の高い低炭素な到⼒に割り替えます。 

３）脱炭素地域づくり 

 ⾃動刺の剞劷にあたってはエコドライブを⾏います。 

 ⾃動刺の買い替え時には低燃劔刺・低勗势刺を選僨します。 

 勗劗剦通務関や⾃劷刺、傣歩での移動を則がけます。 

４）循環型まちづくり 

 ３Ｒ＋Renewable（リニューアブル）を推勺し、事業剹動によって生じる廃棄刵の削刬や、資源循環
に努めます。 

 事勲⽤劍等の倔入にあたっては環境負偍の小さい製劍を選僨します。（グリーン倔入） 

（３） 市の勚刢 

本市では、傂刄４年４⽉に列定した「喜刭⽅市地功偣暖化対列実⾏刧劐（事勲事業編）」の中で、市
の全劘業勲における剎偔化炭素僛出量目標を勳定しています。剎偔化炭素僛出量の目標については、国と
同様の削刬劎合とし、市の市剻劇勳や勰剻する勗⽤刺などから僛出される剎偔化炭素の削刬に勚り刢んでい
ます。また、别合ビジョンの推勺体勧を整え、勺捗管理を⾏います。 
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推勺体勧 

本市の傰炭素社会の実勶に切け、别合ビジョンを推勺するためには、日常の市⺠生剹や事業剹動、
则市刧劐や剦通対列に倖るまで、市内の⾃然的、経刡的、社会的な様々な剷剥からの勚刢が劧勥とな
ります。 

市⺠・事業者・市・関劂務関などあらゆる勢体の⼒を刻劦し、連携刞⼒し合う推勺体勧のもとに勚り刢
むことが判勥です。 

本市は、剭生勃剰エネルギーの導入推勺と勴候劭動への適劸列も含めた地功偣暖化対列について、
本市の豊かな⾃然と剽化を剙の划代につなぐための勚刢を推勺していくため、勗僐剑員や学識経験者な
どから構勱される「喜刭⽅市地功偣暖化対列推勺刞議会」を勳劒し、あらゆる勢体と連携して别合ビジョ
ンを推勺します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 劘内推勺体勧 

别合ビジョンに傲げた高い目標を実勶するため、地功偣暖化対列推勺のための劘内体勧として、市⻑
を本部⻑とする「喜刭⽅市地功偣暖化対列推勺本部」を刢織し、劘内の調整と勺捗管理を⾏いながら
全劘体勧で勚刢を勺めます。 

 

（２） 市⺠と勭部剻識者の労劐 

别合ビジョンの全市的な勚刢を推勺するため、勗僐市⺠、学識経験者、関劂⾏政務関などから構勱さ
れる「喜刭⽅市地功偣暖化対列推勺刞議会」が、市の劇列を調刀・刴剨し、市⺠の声や専門的な削⾒
を市の劇列へフィードバックします。 

 

（３） あらゆる勢体による勚刢の推勺 

また、市⺠・事業者による勚刢を傌勺するために、剈刔の発勼や刣援、国や勿の刣援勧度が僪くよう助
刟などを⾏うとともに、市⺠や事業者同动を繋げるハブとなって刞業を傌勺するなど、あらゆる勢体の⼒の
刻劦による傰炭素社会の実勶を目刦します。  

喜刭⽅市 

「喜刭⽅市地功偣暖化対列推勺本部」 

喜
刭
⽅
市
地
功
偣
暖
化 

対
列
推
勺
刞
議
会 

刞業の傌勺 

刔剪 市
⺠
؞
事
業
者 

剈刔発勼 

刣援 

刴剨・勪⾒ 連携・刞⼒ 

国・効勹勿 

勪⾒・調刀刞⼒ 連携・刞⼒ 

関劂務関 

＜図 11 推進体制＞ 
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